
天白川流域における短期流出モデルの構築

１．はじめに

　近年の集中豪雨の増加による河川の氾濫などにより、都市における「治水」の考え方はより重要になって

いる。このような河川氾濫を引き起こす河川流出は、土地利用に大きく関わっている１）。

　現在、人口減少社会の到来と社会基盤施設の更新時期を迎え、都市の機能と役割が変わってきている。こ

れからの都市計画における「治水」は、河川の拡幅や排水処理施設のみに頼るのではなく、都市全体の土地

利用を考えなおすことで、より効果的になることが考えられる。

　上記の観点から筆者らは、土地利用が河川流出量へ与える影響を分析し、これを都市計画に反映していく

ことを目指している。本研究ではこの前段階として、近年で最も甚大な被害を与えた東海豪雨時を対象に、

その被害が最も激しかったとされる天白川流域における流出量を流域モデルによって再現することにより、

土地利用面積を考慮した流出モデルの整合性の検討を行った。

２．使用したデータと分析方法

　降雨量データは， 天白川流域近辺の雨量観測所（１）の東海

豪雨時である 2000 年 9 月 11 日 0 時 00 分から同年同月

12 日 11 時 50 分までの 10 分ごとのデータ（2）を用い、流

量は天白川流量観測所のもの (３) を用いた。この際、各流域

の平均降雨量を得るため、ティーセン分割（4）を行い降雨量

に重み付けをした。また、対象流域の土地利用データは、国

土数値情報（100m メッシュ） の 1998 年の土地利用細分

メッシュデータ（5）を用いた。

　さらに、流域モデルを作成するため、流域データをもとに

天白川流域を 14 の小流域に分割２）した。図１に天白川流域

区分を、表 1に 1998 年の天白川流域全体の土地利用面積

を示す。また、表 2に各小流域面積を、図 2にそれらの土

地利用面積割合を示す。

　流出モデルは流域モデルと河道モデルから構成される。流

域モデルは土地利用の変化を考慮するため、準線形貯留型モ

デルを採用し、河道モデルは河道の斜面勾配や等価粗度を考

慮できる Kinematic Wave 法（等価粗度法） を用いた。これ

らのモデルは DHI　Japan / デンマーク水理環境研究所によ

る流域管理統合ソフト CTI-MIKE11 を使用した。 
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以下に準線形貯留型モデルの基本式を示す。　

　定数 Cは流出の遅れ時間などを決める土地利用ごとの

定数であり、水理公式集３) を参考している。本研究で用い

た定数 Cの値を表 3に示す。

　次に Kinematic Wave 法（等価粗度法） の基本式を以下

に示す。

　流域斜面からの流出現象を Manning 型の平均流速公式

で表す。本研究では、斜面勾配θを GIS の標高情報から算

出し、粗度は 0.03 を Manning 定数は 0.75 を使用した。

　整合性の検討には、水文分野で一般的に用いられる誤差

評価関数（RMSE：Root Mean Square Error）を用いて仮

想流量の評価を行った。以下に、誤差評価関数を示す。

３．結果

　図 3 に実測流量と流出モデルによる計算値の結果を、

また、その散布図を図 4に示す。R２（重決定係数）は、0.99

と高く、全体として良好な結果が得られた。次に、式（4）

より、RMSE=110(m3/min) の誤差が生じていることがわ

かった。また天白川最下流における流出量結果を図 5に

示す。この結果の降雨量と流出量のピーク時間の差から、

流出の遅れ時間が生じていることが読み取れる。

４．まとめ

　本研究では東海豪雨を対象に、実測値と流出モデルを比

較することにより、土地利用面積を考慮した流出モデルの

整合性を検討した。今後は、人口データなどをもとに将来

の土地利用をシナリオとして与え、その場合における流出

量の変化を評価していくことを展望としている。
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